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春

　
春
は
花
と
い
う
が
、
例
年
に
な
い
暖

気
に
よ
り
桜
前
線
も
早
く
北
上
中
と
の

事
で
あ
る
。
全
国
寺
院
の
中
に
は
、
桜

を
初
め
花
、
木
名
の
通
称
で
呼
ば
れ
る

寺
が
あ
る
。
そ
の
植
物
が
、
国
の
記
念

野
為

サ’・や

物
で
あ
る
も
の
、
そ
の
地
方
の
区
花
と

な
っ
て
い
る
も
の
も
有
り
、
通
称
名
の

方
が
有
名
で
さ
え
あ
る
寺
も
あ
る
。

　
牲
丹
の
寺
、
皐
月
、
糸
垂
桜
、
橿
、

椿
、
薇
薔
、
菖
蒲
、
つ
つ
じ
、
苔
、
董

鷺
草
、
朝
顔
、
紫
陽
花
、
竹
林
、
葡
萄

紅
葉
、
寒
菊
、
紅
葉
、
黄
楊
、
笹
、
松

白
萩
、
木
蓮
、
美
女
桜
の
寺
等
々
多
数

有
る
。
こ
れ
は
花
や
樹
が
本
来
持
っ
て

い
る
美
し
さ
や
、
豊
か
な
香
り
が
、
見

る
者
に
清
楚
な
温
み
を
与
え
る
と
こ
ろ

が
ら
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
古
老
僧
方
は

自
然
界
に
お
け
る
植
物
の
重
要
性
と
寺

院
の
社
会
的
役
割
り
を
捕
え
て
、
植
物

名
を
着
称
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

・
・
●
o
畳
・
●
．
●
●
●
●
o

浅草寺・五重塔（東京台東区）
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組
織
図
を
中
心
に
討
議

　　

@　
@　
@　
@　
@　

@
実
行

　
第
七
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員

会
は
、
二
月
二
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照

会
館
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
最
初
に
前
回
の
議

事
録
を
承
認
し
、
二
月
九
日
の
理
事
会
．
評
議

員
会
に
提
出
さ
れ
た
議
題
の
経
過
報
告
が
、
鎌

田
国
際
部
長
か
ら
行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
は
、

復
興
予
算
案
な
ど
、
当
日
承
認
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
次
に
、
今
後
の
具
体
的
活
動
に
つ
い
て
協
議

が
進
め
ら
れ
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒

委
貝
会
の
規
約
作
成
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ

た
。
委
員
会
の
目
的
及
び
名
称
か
ら
、
事
業
、

役
員
、
資
金
の
調
達
、
構
成
な
ど
各
項
目
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
た
が
、
特
に
、
組
織
図
の
中
の

理
事
会
は
全
仏
理
事
会
を
示
し
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
は
、
各
宗
派
の
御
遠

忌
事
業
と
同
じ
よ
う
な
、
全
仏
の
特
別
事
業
と

し
て
行
わ
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
、
ま
た

事
務
局
と
実
行
委
貝
会
で
は
、
実
動
の
主
体
と

な
る
の
は
ど
ち
ら
か
、
と
い
っ
た
両
者
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
の
問
題
な
ど
が
熱
心
に
討
議
さ

れ
た
。

　
そ
し
て
、
事
務
局
で
昭
和
五
十
六
年
五
月
二

十
六
日
に
承
認
さ
れ
た
組
織
図
を
も
と
に
、
も

う
一
度
以
上
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
W
F 委

の
委
員
を

　　

@　

@　

@　

@　

I
出

B
日
本
大
会
で
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
規
約
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
八
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
慣

会
は
、
三
月
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
、
明
照
会

館
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
こ
の
日
は
ま
ず
、
新

任
の
北
山
国
際
文
化
局
長
が
紹
介
さ
れ
、
挨
拶

の
後
、
前
回
議
事
録
の
承
認
、
そ
し
て
規
約
及

び
組
織
図
に
つ
い
て
の
検
討
へ
と
移
っ
た
。

　
ま
ず
鎌
田
国
際
部
長
か
ら
、
昭
和
五
十
六
年

五
月
二
十
六
日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
、
ル

ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
組
織
図
の

訂
正
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
組
織
図
の
中
の
、

顧
問
、
参
与
、
相
談
役
の
位
置
、
内
容
、
性
格

づ
け
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
た
。
普

通
の
会
社
な
ど
で
は
、
相
談
役
は
役
員
で
参
与
、

顧
問
よ
り
も
上
の
位
置
だ
が
、
こ
の
委
員
会
の

場
合
は
、
実
動
の
主
体
で
あ
る
実
行
委
員
会
に

相
談
役
を
設
け
た
ほ
う
が
、
運
営
し
や
す
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
顧
問
・
参
与
は
、
僧
侶
と
政
財
界
代

表
を
一
緒
に
す
べ
き
か
、
別
々
が
い
い
か
。
さ

ら
に
仏
教
徒
委
貝
会
と
は
、
現
在
あ
る
全
仏
の

組
織
に
、
実
行
委
員
会
が
加
わ
っ
て
で
き
た
も

の
で
あ
る
の
か
否
か
な
ど
、
熱
心
に
討
議
が
行

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
昼
食
の
間
に
事
務
局
で
再

度
検
討
さ
れ
た
組
織
図
が
、
午
後
の
委
貝
会
に

提
示
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
名
称
を
ル
ン
ビ
ニ
；
復
興
日
本

仏
教
徒
実
行
委
員
会
と
変
え
、
形
と
し
て
は
、

現
在
の
全
仏
の
体
制
に
実
行
委
貝
回
が
加
わ
っ

た
と
い
う
も
の
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
ル
ン
ビ
ニ
：
復
興
日
本
一
教

徒
実
行
委
員
会
の
、
新
た
な
規
約
作
成
は
、
当

委
員
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
貝
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
小
委
員
会
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
加
藤

海
晃
、
貝
山
宣
泰
、
岩
崎
宗
秀
、
山
田
一
真
、

・
江
連
俊
則
、
小
峰
一
身
の
各
師
を
委
員
に
選
ん

だ
。
　
次
に
、
実
行
甘
貝
会
の
人
数
を
何
人
に
し
た

ら
よ
い
か
と
い
う
検
討
を
行
い
、
全
仏
評
議
員

全
員
と
学
識
経
験
者
を
実
行
委
員
と
す
る
こ
と

に
決
定
、
そ
の
中
の
常
任
委
貝
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
で
原
案
を
つ
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

し
て
実
行
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
部
会
に
属
す

る
も
の
と
な
り
、
十
五
人
前
後
で
各
部
会
を
構

成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
　
　
第
七
回
同
和
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
現
委
員
最
後
の
話
し
合
い

　
第
七
回
同
和
委
員
会
は
、
三
月
十
八
日
午
後

四
時
か
ら
全
姿
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
現
委
員
に
よ
る
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
が

最
後
と
い
う
こ
と
で
、
総
括
的
な
話
し
合
い
が

続
い
た
。
ま
ず
、
昨
年
の
十
二
月
に
開
か
れ
た

同
和
研
修
会
の
決
算
報
告
が
、
事
務
局
か
ら
行

わ
れ
た
。
次
に
、
第
二
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

問
題
に
移
っ
た
が
、
回
収
率
が
非
常
に
低
い
た

め
、
各
教
団
に
よ
び
か
け
て
、
四
月
早
々
ま
で

に
は
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
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ｾ陽の恵みを灯にかえる
怏ﾎ災の心配がありません●配線工事がいりません
恂L富なデザインがそろっています。
恍笂dの心配がなく災害時でも安やです。
恷實@にふさわしい清浄な環境を生み出します。
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●

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
…
翻
急

雨
の
な
か

　
本
年
度
の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
去
る
二

月
二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
、
香
川
県
高
松
市

の
高
野
山
真
言
宗
別
院
を
会
場
に
開
か
れ
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
雨
だ
っ
た
が
、
四
国
四
県

か
ら
、
二
十
八
人
の
県
仏
教
会
代
表
が
出
席
、

午
後
四
時
ま
で
熱
心
な
討
議
を
続
け
た
。

①
第
二
＋
九
回
、
第
三
＋
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
の
件

　
全
仏
事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
第
二
十
九
回

大
会
は
六
月
二
十
四
日
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

、
二
十
八
代
表
が
出
席

る
こ
と
が
決
定
し
た
と
報
告
が
あ
り
、
四
国
か

ら
も
、
多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
要
請

が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
第
三
十
回
大
会
を
、
四
国
で
開
催
し

て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
に
対
し
、
徳
島
県
仏
か

ら
、
昭
和
六
十
年
度
の
大
会
腸
催
を
検
討
し
て

い
る
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

②
理
事
選
出
の
件

　
事
務
局
か
ら
、
ぜ
ひ
四
国
か
ら
も
、
全
仏
理

事
を
選
出
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
出
さ
れ
た
。

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
愚
生
　
こ
の
た
び
全
仏
理
事
長
に
御
推
挙

を
頂
き
、
そ
の
重
職
を
お
受
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
愚
鈍
の
老
骨
、
そ
の
任
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
え
に
教
会
の
こ
長
老
、

全
日
本
仏
教
会
理
事
長

③
各
県
仏
報
告

　
四
県
仏
か
ら
、
年
間
の
活
動
状
況
、
会
費
、

所
属
寺
院
数
な
ど
が
詳
し
く
報
告
さ
れ
た
。

④
そ
の
他

　
全
仏
事
務
局
か
ら
は
、
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
：
、

同
和
問
題
、
税
務
調
査
、
ル
ン
ビ
ニ
i
園
復
興

問
題
の
四
点
に
つ
い
て
、
説
明
と
要
請
が
行
わ

れ
た
。

　
一
方
各
県
仏
か
ら
は
、
土
仏
事
務
局
に
対
し

「
翌
翌
と
し
て
核
廃
絶
運
動
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
、
「
外
国
に
ば
か
り
目
を
向
け
ず
に
、
国

内
の
弱
者
に
対
し
て
も
、
も
っ
と
目
を
向
け
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

本
多
賢
純

諸
大
徳
の
こ
高
教
を
仰
ぎ
、
ご
仁
援
を
頂
き

至
心
を
以
て
全
仏
の
理
念
を
果
遂
し
て
行
き

た
い
と
決
意
致
し
ま
し
た
。

　
思
え
ば
、
大
聖
釈
尊
の
み
教
は
、
世
界
人

類
の
光
で
あ
り
、
人
間
救
済
の
原
理
で
あ
り

ま
す
が
、
「
釈
迦
如
来
か
く
れ
ま
し
ま
し
て

　
二
千
余
年
に
な
り
た
も
う
　
正
嘉
の
二
時

は
お
は
り
に
き
　
如
来
の
遺
弟
悲
泣
せ
よ
」

　
と
先
覚
が
悲
歎
さ
れ
た
通
り
、
現
実
は
世

を
挙
げ
て
平
和
の
心
は
動
乱
し
、
生
命
の
尊

厳
は
見
失
わ
れ
、
●
殺
伐
殺
生
の
核
を
か
か
え

て
、
人
間
不
信
の
世
相
は
、
各
国
、
各
家
庭

に
於
て
繰
り
か
え
さ
れ
て
末
代
濁
世
の
感
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
如
来
の
遺
弟
悲
泣
せ
よ
！
　
と
叫
ば
れ
た

先
人
の
声
は
、
今
、
諦
ら
か
に
遺
弟
の
胸
に

響
流
し
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
仏
弟
子
は
伏
し
て
、
世
尊
の
お

声
を
色
聴
し
、
そ
の
こ
精
神
を
大
和
合
の
布

陣
を
以
っ
て
、
内
に
外
に
光
輝
あ
ら
し
め
ね

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　
全
仏
の
先
覚
、
同
憂
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
、

会
員
諸
大
徳
の
ご
協
力
を
頂
き
、
雪
仏
の
か

か
え
る
問
題
、
懸
案
を
和
合
協
力
以
て
果
遂

い
た
し
た
く
念
願
い
た
し
ま
す
。

　
何
と
ぞ
、
ご
加
盟
の
各
宗
各
派
、
県
仏
、

各
団
体
の
先
覚
諸
師
の
格
別
の
こ
慈
教
と
こ

仁
援
を
伏
し
て
お
願
い
申
上
げ
、
御
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
　
税
務
委
員
会
開
か
る

　
第
五
回
税
務
委
員
会
は
、
三
月
二
日
午
後
二

時
か
ら
明
照
会
館
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　
①
基
本
通
達
改
正
の
問
題
点
に
つ
い
て

　
法
人
税
基
本
通
達
に
つ
い
て
、
磯
山
部
長
か

ら
重
要
点
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

各
項
目
ご
と
に
討
議
を
重
ね
た
。

　
②
都
道
府
県
仏
の
税
務
調
査
の
実
態
調
査
に

つ
い
て

　
原
案
に
つ
い
て
各
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
持

ち
帰
っ
て
検
討
し
、
次
回
も
ち
よ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
鈴
木
霊
孝
、

神
野
真
一
、
河
野
亮
永
、
羽
生
雅
則
、
大
多
喜

義
忍
、
花
木
義
光
、
中
野
教
広
、
岩
脇
宏
信
、

長
谷
川
正
浩
、
加
藤
康
照

目

困
用院寺

浅草通り五鳳会加盟店

商店漱鍬洪P国
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@　
@　

w
顯
の
本

　　

ｽ
易
な
仏
教
文
学
の
集
大
成

　　

@　

@
現
代
人
の
「
仏
教
説
話
大
系
」

　
釈
尊
以
後
、
二
千
五
百
年
余
に
わ
た
っ
て
伝

え
ら
れ
て
き
た
経
典
は
、
人
類
の
偉
大
な
遺
産

と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
一
般
の
人
た
ち
に
と

っ
て
、
こ
の
遺
産
は
、
あ
ま
り
接
す
る
機
会
も

な
く
、
ま
た
平
．
易
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　
す
ず
き
出
版
が
今
、
刊
行
中
の
「
仏
教
説
話

大
系
」
は
、
こ
の
膨
大
な
典
籍
を
中
心
に
、
ア

ジ
ア
や
日
本
の
民
話
、
文
学
な
ど
を
含
め
た
、

現
代
人
の
た
め
の
仏
教
文
学
の
集
大
成
と
も
い

え
る
画
期
的
な
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

　
監
修
は
中
村
元
、
増
谷
文
雄
の
両
博
士
、
編

集
委
員
に
は
、
石
上
善
応
大
正
大
教
授
、
奈
良

康
明
駒
沢
大
教
授
、
児
童
文
学
者
の
花
岡
大
学

師
等
十
二
人
の
専
門
家
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
現
在
刊
行
中
の
第
一
期
二
〇
巻
は
、
「
釈
尊
の

生
涯
」
、
「
釈
尊
の
弟
子
た
ち
」
①
②
、
「
ジ
ャ
ー

タ
カ
物
語
」
①
～
⑤
、
「
比
喩
と
因
縁
」
①
～
④
、

「
高
僧
伝
」
、
「
伝
説
と
民
話
」
①
～
④
、
「
新
選

仏
教
文
学
集
」
①
②
、
「
地
獄
と
極
楽
」
か
ら
な

り
、
す
で
に
、
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
①
②
、
「
比

喩
と
因
縁
」
①
④
、
「
新
選
仏
教
文
学
集
」
①
の

五
冊
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
大
系
は
、
原
典
の
質
を
失
わ
ず
に
、
し

か
も
現
代
人
に
読
み
や
す
い
よ
う
、
表
現
に
工

夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
る

と
い
う
。

　
実
際
に
本
を
手
に
取
っ
て
み
る
と
、
確
か
に

中
学
生
で
も
理
解
で
き
る
ほ
ど
平
易
に
書
か
れ

て
お
り
、
仏
教
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
人
で
も
す

ぐ
親
し
め
る
よ
う
、
こ
ま
か
い
注
が
つ
い
て
い

る
。
文
末
に
は
出
典
、
類
話
な
ど
も
明
示
さ
れ

て
い
る
。

　
す
ず
き
出
版
の
話
で
は
、
巻
に
よ
っ
て
初
版

が
も
う
売
り
き
れ
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
ら
し

い
。
．
購
入
対
象
は
、
や
は
り
全
国
の
寺
院
が
主

で
、
特
に
保
育
園
・
幼
稚
園
を
や
っ
て
い
る
お

寺
か
ら
は
好
評
で
、
ほ
と
ん
ど
が
セ
ッ
ト
で
予

約
を
し
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
広
範
な
典
籍
を
文
学
的
香
り
豊

か
な
説
話
集
と
し
て
大
系
化
し
、
全
期
の
完
成

ま
で
に
十
余
年
の
歳
月
を
予
想
さ
せ
る
こ
の
シ

リ
ー
ズ
、
ま
さ
に
史
上
初
の
大
胆
な
企
画
と
い
え

よ
う
。
法
話
を
す
る
時
の
参
考
に
、
ま
た
寺
院

の
貸
し
出
し
本
と
し
て
、
さ
ら
に
檀
信
徒
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
も
、
格
好
の
書
な
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
な
お
、
こ
の
大
系
は
、
全
日
本
仏
教
会
を
は

じ
め
、
日
本
仏
教
保
育
協
会
、
全
日
本
仏
教
青

年
会
な
ど
諸
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け
て
い
る
。

（
A
五
判
、
三
二
〇
～
三
五
二
頁
、
三
五
〇
〇

円
。
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
六
－
四
一
一
＝
、

す
ず
き
出
版
）

シリーズ仏教語£

　
日
常
語
の
中
に
は
、
仏
教
語

が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
。
そ

の
ま
ま
形
の
残
り
て
い
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
一
見
そ
う
思
え
な

く
て
も
ル
ー
ツ
を
た
ど
れ
ば
仏

教
に
語
源
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
元
は
仏
教
語
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
の
流
れ

に
従
っ
て
次
第
に
そ
の
本
義
が

失
わ
れ
、
と
ん
で
も
な
い
意
味

に
使
わ
れ
て
い
る
字
句
も
少
く

な
い
。

　
そ
れ
ら
仏
教
語
の
中
で
、
特

他
力
本
願

　
　
浄
土
宗
出
版
室
長

宝
田
正
道

に
興
味
あ
る
も
の
、
注
意
し
た
い
も
の
、
知

っ
て
お
い
て
損
を
し
な
い
も
の
な
ど
、
な
る

べ
く
法
話
や
布
教
の
ネ
タ
と
し
て
も
役
に
立

ち
そ
う
な
話
題
を
、
毎
回
少
し
ず
つ
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
参
考
に

な
る
関
係
書
も
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
詳
し
く
は
そ
れ
ら
に
譲
る
と
し
て
、

こ
こ
で
は
気
安
い
立
話
程
度
に
受
け
取
っ
て

ち
ょ
っ
と
耳
を
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

　
ま
ず
最
初
は
「
他
力
本
願
」
。
こ
れ
は
、
目

下
、
特
に
真
宗
西
本
願
寺
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
正
義
開
顕
に
力
を
入
れ
て
い
ら
れ
る
よ

う
に
、
一
般
的
に
は
と
か
く
「
他
人
ま
か
せ
」

の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
浄
土
門

に
と
っ
て
は
、
宗
義
宣
布
上
、
ま
こ
と
に
迷

惑
至
極
な
話
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
語
の
本
義
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
、
行
者
の
人
間
く
さ
い
は
か
ら
い
を

捨
て
て
、
も
っ
ぱ
ら
阿
弥
陀
仏
の
誓
わ
れ
た

本
願
力
に
す
が
る
姿
を
い
う
。
そ
し
て
、
こ

の
場
合
の
「
他
力
」
は
「
自
力
」
の
対
で
あ

る
が
、
仏
・
菩
薩
の
力
を
「
他
」
と
し
て
い

る
か
ら
、
相
対
を
超
え
た
絶
対
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
る
に
、
国
会
な
ど
で
も
議
員
の
発
言

の
中
で
、
時
々
、
「
他
人
ま
か
せ
」
と
い
う
よ

う
な
安
易
な
解
釈
で
「
他
力
本
願
」
が
使
わ

　
　
　
れ
、
大
衆
も
そ
れ
に
慣
ら
さ
れ
て
一

　
　
　
向
に
不
思
議
を
感
じ
な
い
。
こ
れ
で

　
　
　
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
と
い
う
力

　
　
　
強
い
縁
で
往
生
さ
せ
て
も
ら
え
る
浄

土
教
の
根
本
的
な
基
盤
が
崩
れ
て
、
台
な
し

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
う
い
え
ば
、
「
往
生
」
も
俗
間
で
は
単
に

「
困
っ
た
」
「
閉
口
し
た
」
意
味
に
だ
け
用
い

ら
れ
て
い
て
、
真
義
か
ら
外
れ
て
い
る
。
「
他

力
本
願
」
と
と
も
に
、
念
仏
信
仰
に
生
き
る

宗
侶
は
、
機
会
あ
る
ご
と
声
を
大
に
し
て
正

し
い
仏
教
語
の
普
及
啓
蒙
に
乗
り
出
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
旦
人

口
に
謄
表
し
た
誤
字
誤
用
語
は
、
そ
れ
を
使

う
人
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
正
↓
い
も
の
と

信
じ
ら
れ
、
つ
い
に
は
正
語
の
座
を
奪
う
に

至
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
根
比
べ

を
す
る
覚
悟
を
強
（
し
）
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
、

と
思
わ
れ
る
。
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…
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…
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…
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…
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【
質
問
】
　
私
の
お
寺
で
は
、

の
墓
参
り
に
来
ら
れ
る
、

た
め
に
、
お
花
、

嚇
し
て
お
り
ま
す
。

■
　
圃

一一■
璽
■ ■

正治長谷川
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お
彼
岸
や
お
盆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
檀
信
徒
の
方
々
の

　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
そ
く
、
お
線
香
を
販

　
　
　
　
　
　
　
　
年
に
三
回
程
度
の
こ
と
、

し
か
も
手
間
賃
を
入
れ
る
と
赤
字
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
も
課
税
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
又
、
昨
年
、
法
人
税
の
基
本
通
達
が
改

正
さ
れ
、
宗
教
活
動
に
も
課
税
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
と
き
き
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
場
合
で

す
か
。
塔
婆
な
ど
に
も
課
税
さ
れ
ま
す
か
。

【
回
答
】
　
一
、
ま
ず
、
御
理
解
戴
き
た
い
こ

と
は
、
税
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
、
税
金
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
は
別
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
第
一
に
、
貴
寺
は
、
申
告
す
る
必
要
が
あ

る
か
ど
う
か
。
結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
、
い

か
に
小
規
模
の
も
の
で
も
、
そ
れ
が
収
益
事

業
で
あ
る
限
り
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
供
花
、
ろ
う
そ
く
等
を
乱
心
す
る
こ
と
は

収
益
事
業
と
な
る
か
ど
う
か
。
曰
く
、
「
宗
教
法

人
以
外
の
者
が
、
一
般
の
物
品
販
売
業
と
し
て

販
売
で
き
る
性
質
を
有
す
る
も
の
（
例
え
ば
、

絵
葉
書
、
写
真
帳
、
暦
、
線
香
、
ろ
う
そ
く
、
供

花
等
）
を
こ
れ
ら
の
一
般
の
物
品
販
売
業
者

と
お
お
む
ね
同
様
の
価
格
で
参
詣
人
等
に
販

売
し
て
い
る
場
合
の
そ
の
販
売
は
、
物
品
販

売
業
に
該
当
す
る
（
法
人
税
基
本
通
達
1
5
－

1
1
1
0
）
。
」
そ
こ
で
貴
寺
の
場
合
で
す
が
、
そ

の
代
金
が
、
デ
パ
ー
ト
等
で
も
買
え
る
値
段

で
あ
れ
ば
、
収
益
事
業
と
な
り
、
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
（
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
基
本
的
に

お
か
し
い
こ
と
は
後
述
す
る
と
お
り
で
す
）
。

が
、
お
尋
ね
の
と
お
り
、
大
幅
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
特
に
重
要
な
の
は
、

た
と
え
そ
れ
が
、
宗
教
法
人
の
本
来
の
目
的

た
る
事
業
で
あ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
収
益

事
業
で
あ
る
限
り
法
人
税
が
課
さ
れ
る
旨
の

規
定
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
す
（
同
通
達
1
5

1
1
1
1
）
。

　
即
ち
、
収
益
事
業
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
は
、
宗
教
活
動
で
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
と
無
関
係
に
決
め
る
と
い
う
わ
け

で
す
。
従
っ
て
、
お
札
、
お
み
く
じ
、
塔
婆

な
ど
も
、
仮
に
こ
れ
が
収
益
事
業
と
さ
れ
れ

ば
、
こ
れ
ら
が
宗
教
活
動
の
一
環
と
し
て
お

こ
な
わ
れ
た
と
し
て
も
課
税
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
も
っ
と
も
、
現
在
は
、
お
札
、
お

収
益
事
業
と
昨
年
の
通
達
改
正
に
つ
い
て

　
し
か
し
、
実
質
的
に
喜
捨
金
と
認
め
ら
れ

る
よ
う
な
、
い
わ
ば
高
価
な
代
金
で
あ
っ
た

り
、
下
賜
す
る
場
合
に
は
収
益
事
業
と
は
な

ら
ず
、
申
告
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
第
二
に
、
貴
寺
は
、
こ
れ
が
赤
字

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
税
金
が
か
か
る
の
は
、
黒
字
に
な
っ
た
場

合
だ
け
で
す
。
黒
字
が
出
た
ら
、
そ
の
三
割
は

非
課
税
と
す
る
こ
と
が
で
き
（
法
人
税
法
三

七
条
四
項
、
同
施
行
令
七
三
条
一
項
三
号
ロ
）
、

残
り
の
二
五
％
が
税
額
と
な
り
ま
す
（
法
人

税
法
六
六
条
三
項
）
。
貴
寺
の
場
合
赤
字
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
税
金
は
0
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
二
、
昨
年
の
法
人
税
基
本
通
達
改
正
で
す

み
く
じ
な
ど
は
物
品
販
売
の
な
か
か
ら
除
か

れ
て
い
ま
す
の
で
課
税
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
（
墨
壷
基
1
5
－
1
－
1
0
）
。

　
し
か
し
、
将
来
、
こ
の
通
達
が
改
正
さ
れ

て
、
収
益
事
業
と
さ
れ
る
と
課
税
さ
れ
る
お

そ
れ
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
現
在
の

と
こ
ろ
は
、
今
ま
で
と
大
幅
に
変
化
す
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
針
供
養
、
犬

猫
供
養
、
水
子
供
養
、
人
形
供
養
等
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
が
、
宗
教
活
動
か
ど
う
か
と

は
関
係
な
く
、
何
ら
か
め
収
益
事
業
に
該
当

す
る
と
い
う
余
地
を
今
回
の
改
正
は
残
し
た

と
い
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
宗
教
法
人
だ

け
で
な
く
、
公
益
法
人
全
体
に
与
え
た
影
響

は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
三
、
も
っ
と
も
、
こ
の
法
人
税
基
本
通
達

は
、
法
人
税
法
や
、
同
施
行
令
の
、
国
税
庁

長
官
と
し
て
の
解
釈
を
示
し
た
も
の
で
す
か

ら
、
納
税
者
は
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
不
服
が
あ
れ
ば
、
最
終
的
に
は
裁

判
所
の
判
断
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
非
常
に
わ
ず
ら
わ
し
い
こ
と
で
す

の
で
、
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
も
、
現
在
、

税
務
委
貝
会
で
、
そ
の
対
策
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
、
こ
の
通
達
の
考
え
方
は
、
何
故
、

公
益
法
人
の
公
益
活
動
に
は
課
税
さ
れ
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
た
議
論
だ
と
思
い
ま

す
。
収
益
事
業
か
ど
う
か
は
、
公
益
事
業
か

ど
う
か
（
宗
教
法
人
の
場
合
は
宗
教
活
動
か

ど
う
か
）
、
裏
腹
の
関
係
に
た
つ
も
の
で
あ

り
、
こ
の
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
決
め
ら
れ

な
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
夜
店
で
お
守
り

が
売
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
お
寺
が

信
者
に
お
守
り
を
さ
ず
け
る
行
為
が
、
物
品

販
売
業
に
当
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
宗
教
活

動
だ
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
夜
店
と
同

じ
値
段
だ
か
ら
課
税
す
る
と
か
、
高
い
か
ら

課
税
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
全
く
お
か
し
な

解
釈
と
い
う
ほ
か
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
第
2

・
第
4
火
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、

長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
無
料
相
談
室
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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京
都
・
堀
川
通
り
、
車
が
激
し
く
行
き
か

う
西
本
願
寺
の
正
面
か
ら
、
や
や
北
に
寄
っ

た
角
に
井
筒
ビ
ル
が
あ
る
。
風
俗
博
物
館
は

そ
の
五
階
、
正
式
名
称
を
「
財
団
法
人
宗
教

人
も
い
ま
す
が
、
着
物
学
院
の
生
徒
さ
ん
が

団
体
で
来
ら
れ
た
り
、
最
近
は
外
国
人
の
方

も
多
い
で
す
ね
。

　
こ
こ
の
特
徴
は
、
服
装
の
流
れ
に
主
眼
を

置
い
て
、
服
を
実
際
に
着
た
形
で
展
示
し
て

い
る
点
で
す
。
つ
ま
り
、
人
間
が
着
る
よ
う

に
、
下
着
か
ら
そ
の
ま
ま
、
等
身
大
の
蝋
人

形
に
着
せ
て
い
る
わ
け
で
す
」

　
館
長
の
井
筒
雅
風
氏
は
、
袈
袈
や
法
衣
な

ど
に
関
す
る
著
作
も
あ
る
服
装
史
の
専
門
家

だ
が
、
博
物
館
開
設
に
あ
っ
て
は
、
自
か
ら

学
芸
員
の
資
格
を
取
る
ほ
ど
熱
を
入
れ
て
い

る
。
開
館
の
趣
旨
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

文
化
研
究
所
・
．
風
俗
博
物
館
」
と
い
う
。
日

本
で
唯
一
、
服
装
に
関
す
る
博
物
館
1
。

さ
っ
そ
く
お
訪
ね
し
て
み
よ
う
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
る
と
、
そ
こ
に
は

さ
な
が
ら
、
王
朝
絵
巻
の
世
界
が
拡
が
っ
て

い
る
。
カ
ラ
フ
ル
な
装
飾
を
ま
と
っ
た
人
形

が
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ
、
ず
ら
っ

と
並
ん
で
い
る
。
そ
の
数
約
三
〇
体
。
事
務

局
長
の
児
玉
梅
次
郎
氏
に
、
お
話
を
う
か
が

っ
て
み
た
。

　
「
こ
の
博
物
館
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
開

館
し
た
も
の
で
、
今
で
は
年
間
約
七
千
人
の

方
が
見
学
に
来
ら
れ
ま
す
。
ま
あ
観
光
客
の

　
「
わ
れ
わ
れ
は
文
書
、
絵
画
、
彫
刻
、
建

築
、
工
芸
品
等
を
通
じ
て
そ
の
時
代
の
文
化

を
研
究
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
が
、
更
に
よ

く
当
時
の
生
活
状
態
を
知
る
為
に
は
、
衣
服

を
ま
と
い
生
き
て
い
る
人
々
の
姿
を
以
っ
て

表
現
す
る
の
が
、
最
も
適
切
で
あ
る
と
考
え

ま
す
」

　
こ
の
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
甲
冑

展
」
、
「
踊
り
の
服
装
展
」
な
ど
、
様
々
な
催

し
を
行
っ
て
き
た
。
最
近
は
、
「
時
代
風
俗
展
」

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
ご
と
の

服
装
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
今
年
一
月
か
ら

六
月
に
か
け
て
は
「
日
本
時
代
風
俗
七
一
古

代
よ
り
明
治
時
代
に
亘
る
」
を
開
催
中
だ
。

こ
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
、
各
時
代
の
僧
服
も

あ
る
。

　
「
次
に
何
を
展
示
す
る
か
、
そ
の
企
画
だ
け

で
も
半
年
は
か
か
り
ま
す
ね
。
当
時
の
服
装

ス
ご
と
に
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
こ
は
特
に
気
を
使
い
ま
す
」
（
児
玉
氏
）

　
昭
和
三
十
五
年
、
京
都
市
美
術
館
に
お
い

て
「
時
代
風
俗
展
」
が
催
さ
れ
、
大
変
好
評

だ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
博
物
館
誕
生
の
ぞ
も

＾
’
耐
聾
融

繍
軍
鴛
～
｛

を
知
る
た
め
に
、
古
文
書
や
絵
な
ど
を
見
て

復
元
す
る
わ
け
で
す
か
ら
。
ま
ず
資
料
収
集

か
ら
始
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
換
気
、
温
度
、
湿
度
な
ど
は
ケ
ー

魁’・・　議

美しく着飾った人形が並んだ館内

そ
も
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。

こ
の
「
時
代
風
俗
展
」
、
縄

文
時
代
か
ら
大
正
時
代
と

い
う
広
い
範
囲
を
対
象
と

し
、
現
在
は
も
う
十
六
回

目
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
一
昨
年
の
秋
に
は
、
ボ

ス
ト
ン
で
展
示
会
を
実
施

し
、
ア
メ
リ
カ
人
の
間
で
、

大
き
な
話
題
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
展
示
は
年
二
回
、
六
月

と
十
二
月
に
全
体
の
八
割

以
上
を
入
替
え
る
が
、
そ

れ
ら
は
す
べ
て
館
自
身
の

所
蔵
品
だ
。
近
ご
ろ
は
、

見
学
者
の
中
か
ら
、
ぜ
ひ

展
示
品
と
同
じ
も
の
を
作

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

や
、
服
装
学
院
な
ど
か
ら
、

教
材
と
し
て
使
用
し
た
い

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
寄

せ
ら
れ
る
。

　
こ
の
生
き
る
が
如
き
等
身
大
人
形
に
よ
っ

て
、
日
本
古
来
か
ら
の
服
装
、
生
活
、
文
化

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
博
物
館
、
古
都
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
と
い
え
そ
う
だ
。
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仏
教
伝
道
文
化
賞
の
贈
呈
式

　　

@　

@　

m
闥
ｼ
道
師
と
中
村
素
堂
師

　
第
十
六
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
が
、
去

る
三
月
十
六
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
仏
教

伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
と
り
行
わ
れ
た
。

　
本
年
度
の
文
化
賞
に
は
、
高
崎
直
道
師
（
東

大
教
授
）
と
中
村
素
堂
師
（
書
道
家
）
が
、
ま

た
功
労
賞
に
は
、
花
山
信
勝
師
（
東
大
名
誉
教

授
）
、
趙
模
初
師
（
中
国
仏
教
協
会
会
長
）
が
そ

れ
ぞ
れ
選
定
さ
れ
た
。

　
贈
呈
式
は
、
沼
田
恵
範
伝
道
協
会
会
長
に
よ

る
荘
厳
（
献
燈
・
献
華
）
で
始
ま
り
、
寺
下
英

明
氏
の
聖
典
朗
読
、
佐
藤
密
雄
仏
教
伝
道
文
化

賞
選
定
委
員
長
の
審
査
報
告
と
つ
づ
い
て
、
宮

鰯

賞
状
を
受
け
る
趙
生
初
氏

．
〆

本
正
尊
伝
道
協
会
理
事
長
か
ら
、
各
受
賞
者
へ

賞
状
・
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
次
に
受
賞
者
に
対
し
て
賛
辞
が
述
べ
ら
れ
た

が
、
特
に
こ
の
贈
呈
式
の
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
来

日
し
た
趙
梶
書
目
に
対
し
て
、
中
村
元
仁
か
ら

功
績
が
甘
え
ら
れ
る
と
、
’
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
わ
き
起
っ
た
。

　
こ
の
後
、
各
受
賞
者
か
ら
答
辞
が
述
べ
ら
れ
、

祝
宴
に
移
っ
た
。

仏
教
音
楽
の
作
品
公
募

　
　
　
　
　
　
　
◇
…
仏
教
伝
道
協
会
で

　
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
協
会
創
立
十
五
周
年

と
、
「
仏
教
聖
典
」
頒
布
百
万
部
突
破
と
を
記
念

し
て
、
こ
の
た
び
仏
教
音
楽
の
作
品
を
、
広
く

一
般
か
ら
公
募
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
募
集
作
品
は
、
仏
教
的
精
神
を
生
か
し
た
内

容
で
、
演
奏
時
間
三
十
分
以
内
の
も
の
。
形
式

は
自
由
。

　
年
齢
、
国
籍
な
ど
を
問
わ
ず
誰
で
も
応
募
で

き
る
。
締
切
り
は
今
年
の
八
月
三
十
一
日
。
九

月
下
旬
に
第
一
次
審
査
、
十
一
月
下
旬
に
第
二

次
審
査
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
審
査
に
は
清
水

脩
、
黛
敏
郎
、
小
泉
文
夫
な
ど
の
諸
氏
が
あ
た

り
、
入
選
作
品
に
一
位
百
万
円
、
二
位
五
十
万

円
、
三
位
三
十
万
円
の
賞
金
が
授
与
さ
れ
る
。

文
化
財
の
状
況
調
査

全
仏
文
化
部
で
は
、
仏
教
文
化
財
の
保
存
充

実
を
は
か
る
た
め
、
毎
年
政
府
に
対
し
て
、
財

政
措
置
等
の
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
今

年
度
は
次
の
よ
う
な
質
問
を
骨
子
と
す
る
状
況

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
①
文
化
庁
及
び
地
方
公
共
団
体
指
定
の
文
化

財
で
現
在
保
存
修
理
及
び
防
災
工
事
中
の
も
の

で
、
な
お
一
層
の
要
望
事
項
が
有
り
ま
し
た
ら

そ
の
内
容
に
つ
い
て
。

　
②
文
化
庁
及
び
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、

新
た
に
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
た
め
の
調
査

を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
文
化
財
が
有
り

ま
し
た
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
。

　
③
本
年
以
後
、
指
定
文
化
財
の
保
存
修
理
及

び
防
災
工
事
の
補
助
申
請
を
行
う
予
定
の
文
化

財
が
有
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
。

　
④
文
化
財
の
修
理
等
に
つ
い
て
、
寄
付
行
為

を
行
う
た
め
大
蔵
省
の
指
定
寄
付
（
非
課
税
の

指
定
）
申
請
事
項
に
つ
い
て
の
要
望
。

昭
和
5
7
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
　
容
　
三
帰
依
文
、
四
壁
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
貝
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

申定サ
込　イ
先回ズ

9
×
1
4
㎝

五
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－

四
　
全
一
総
務
局

　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛

豪華写真図録

　
　　

@
喰
付

　
　
ス
セ
表
函

綱
飴
布
外

　
　
　
り
のB
一

’　の書

禅僧が厳しい修業の末

到達した大悟の心境！

墨蹟にみる「無」の極限

26，000円
〒100東京都千代田区一ッ橋1－1－1

毎日新聞社　出版局　特販部

　　　　　　黒沢計之宛

定価

03（295）76
お申込み、お問合せは

電話・ハガキで右記へ！
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キず

…
多
磨
全
冊
園
の
大
師
堂
完
成
…

完成した六師堂

　
東
京
東
村
山
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
養
所

多
磨
二
塁
園
で
は
、
こ
の
た
び
大
師
堂
が
完
成

し
、
去
る
三
月
八
日
、
盛
大
に
落
慶
法
要
が
厳

修
さ
れ
た
。

　
着
生
園
に
は
、
療
養
者
の
魂
の
依
り
拠
に
と
、

大
正
十
五
年
礼
拝
堂
が
建
立
さ
れ
た
が
、
建
物

の
老
巧
化
と
園
内
整
備
の
た
め
、
取
り
壊
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
信
者
の
間
で
、

御
堂
建
立
の
計
画
が
立
て
ら
れ
た
が
、
経
済
的

に
ゆ
き
ず
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
事
情
を
知
っ
た
の
が
、
真
言
宗
智
山
派

の
布
教
師
と
し
て
三
十
六
年
間
、
こ
の
全
判
園

に
慰
問
、
教
化
を
続
け
て
き
た
長
谷
川
興
真
師

で
あ
る
。
病
者
の
悲
願
に
応
え
、
時
代
に
即
し

た
大
師
信
仰
の
道
場
に
ふ
さ
わ
し
い
御
堂
の
建

立
を
発
願
、
宗
内
寺
院
へ
の
勧
募
呼
び
か
け
を

開
始
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
　
四
月
一
日
発
行

　
　
　
四
月
号
　
第
二
七
七
号

　
そ
の
結
果
、
お
よ
そ
三
ヵ
月
の
勧
募
期
間
中

に
、
一
千
万
円
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
に

病
者
の
資
金
を
合
わ
せ
、
総
工
費
一
千
三
百
万

円
、
三
十
坪
の
大
師
堂
建
立
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

哀

悼

　
古
屋
　
道
雄
師
（
全
仏
評
議
員
）

　
三
月
二
日
、
心
不
全
の
た
め
、
六
十
九
歳
で

遷
化
。
浄
土
宗
前
教
学
局
長
、
大
正
大
学
前
理

、
事
長
。

　
小
倉
　
霊
現
師
（
全
仏
元
理
事
）

　
三
月
五
日
、
老
衰
の
た
め
総
本
山
金
剛
寺
・

灯
主
脳
で
遷
化
、
九
十
六
歳
。
念
法
真
教
灯
主
。

大
正
十
四
年
、
念
法
真
教
を
創
宗
。
戦
後
、
全

国
各
地
に
拠
点
を
設
け
、
教
団
を
現
在
の
姿
に

育
て
あ
げ
た
。

」　

i
璽
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務
《
局
　
録
至
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一
日

　
二
日

十
六
日

　
十
八
日

二
＋
六
日

二
＋
七
日

二
十
八
日

二
十
九
日

　
三
十
日

　
　
　
　
一
三
月
一

局
内
会
議

税
務
委
貝
会

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
出
席

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

同
和
委
貝
会

教
化
担
当
者
会
議

中
国
仏
教
協
会
歓
迎
会
出
席

念
法
真
教
灯
下
本
葬
参
列

局
内
会
議

税
務
委
一
会
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■
■
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チャンス・チャンス熱心ル

いまがネコソギ粒剤を買うチャンス〃

ネコソギ粒剤は安全で、水にとかす必要もなく、散

布するだけの除草剤です。いま3ケースお買上げの

方に広い墓地も楽々散布ができる散粧機を進呈中〃

ぜひこの機会にお買求めください。

いまがネコソギ粒剤を撒くチャンス〃

ネコソギ粒剤は雑草の隼える前から草丈20cmまでの

時に散布すると最も効果があり、その上達6ヵ月間

雑草の発生をおさえますので、その間は雑草なし〃

ぜひこの機会に墓地の除草をしてください。

』唱隙総画
《特長》●安全

　　　●水なし
　　　●長く効く

3kg 100坪用

1ケース（3kg入×6袋）

36，000円を28，800円

　・灘繋

脳
難1

＝智』翼
●速効●安全●無害

《新発売》

25×6包　　3坪用

1箱（25g入×6包）

980円を780円

レインボー薬品株式会社萎離賦課門轟蕪馨野饗総計
仏に仕える心の虹橋製造発売元

発
行
人
　
小
野
島
　
元
　
雄

編
　
人
　
ヒ
　
山
　
　
　
男

発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
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